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令和７(2025)年度　第６回　事業評価監視委員会　一括審議案件一覧

道路 1
一般国道２０号　日野バイパス（延
伸）

⑤ H17 R4 355 R14
1.2

(1.5)

前回評価から事業費に変更
はあるが、事業全体に顕著な
変化は生じていない。

なし 継続

道路 2
一般国道２０号　日野バイパス（延
伸）Ⅱ期

⑤ H29 R4 300 R14
1.2

(2.5)

前回評価から事業費及び事
業期間に変更がなく、事業全
体に顕著な変化は生じていな
い。

なし 継続

道路 3 一般国道２０号　八王子南バイパス ⑤ H9 R4 2,257 R14
1.2

(1.02)

前回評価から事業費に変更
はあるが、事業全体に顕著な
変化は生じていない。

なし 継続

道路 4
一般国道２０号　下諏訪岡谷バイパ
ス

⑤ H4 R5 569 R16
2.4

(1.2)

前回評価から事業費に変更
はあるが、事業全体に顕著な
変化は生じていない。

なし 継続

道路 5 一般国道２０号　諏訪バイパス ① R5 - 900 R19
2.4

(0.9)

新規事業採択時評価から事
業費及び事業期間に変更が
なく、事業全体に顕著な変化
は生じていない。

なし 継続

道路 6 一般国道２０号　坂室バイパス ⑤ H10 R5 244 R14
2.4

(1.2)

前回評価から事業費に変更
はあるが、事業全体に顕著な
変化は生じていない。

なし 継続

事業
区分

事業名
再評価
理由
※1

事業
採択

前
回
評
価

全体
事業費
(億円)

完成予
定年度

※2

B/C
※3

前回評価からの主な変更点
及び理由

再評価の視点

（長野県知事の意見）
　一般国道20号は、本県及び国土の骨格となる重要な道路で
あり、下諏訪岡谷バイパス・諏訪バイパス・坂室バイパスは、
地域における交通の安全・円滑化、高規格幹線道路へのアク
セス性向上、観光の活性化に必要不可欠な事業です。
　ついては、事業を継続し、積極的な予算確保と早期完成に向
けた事業の推進を強く要望します。
　また、事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努めら
れるようお願いします。

対応
方針

（原案）

前回評価時の付
帯意見及び対応

関係自治体の意見

（東京都知事の意見）
　本事業は、並行する現道国道２０号及び北野街道の渋滞緩
和や、救急医療施設までの所要時間短縮、圏央道へのアクセ
ス性の向上に資する重要な事業である。
　このため、必要な財源を確保し、早期完成に向け、事業を推
進されたい。加えて、接続する国道１６号の整備に向けた検討
も併せて実施されたい。
　さらに、事業実施にあたっては、コスト縮減を図るなど、より
効率的な事業推進に努めること。

本事業は、現道（国道20号）
の渋滞緩和・安全性向上、新
たなまちづくりの支援、圏央道
へのアクセス向上、救急医療
施設への速達性の向上の観
点から、事業の必要性・重要
性は高く、早期の効果発現を
図ることが妥当と考えます。

本事業は、交通渋滞の緩和、
交通安全の確保、沿道環境
改善、自然災害に強い道路
網の形成の観点から、事業の
必要性・重要性は高く、早期
の効果発現を図ることが妥当
と考えます。
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事業
区分

事業名
再評価
理由
※1

事業
採択

前
回
評
価

全体
事業費
(億円)

完成予
定年度

※2

B/C
※3

前回評価からの主な変更点
及び理由

再評価の視点
対応
方針

（原案）

前回評価時の付
帯意見及び対応

関係自治体の意見

港湾 1
横浜港南本牧～山下ふ頭地区臨港
道路整備事業

④ H21 R2 1,576 R9 1.3

前回評価から事業費及び事
業期間に変更がなく、事業全
体に顕著な変化は生じていな
い。

（横浜市長の意見）
　横浜港は国際コンテナ戦略港湾として、国際基幹航路の維
持拡大を目指して取組を進めています。そのためには、本牧
ふ頭や南本牧ふ頭・新本牧ふ頭の整備とともに、物流機能強
化のための臨港道路の早期整備が不可欠です。
　また、臨港道路が整備されることにより一般道路の交通負荷
の軽減や、再開発の検討が進む山下ふ頭へのアクセスの向
上に加え、超大型クルーズ船が着岸できる大黒ふ頭とも直接
結ばれ、大勢の旅客を円滑に輸送することが可能となるため、
早期整備をお願いします。

なし 継続

　※1　再評価理由 ※2
※3

　　⑤：社会情勢の急激な変化､技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

　　③：準備・計画段階で３年間が経過している事業
　　④：再評価実施後５年間が経過している事業

上段の値は、一体評価区間の費用便益分析結果を示す。下段（ ）書きの値は、単独区間の費用便益分析結果を示す。
費用便益比算定上設定した完成予定年度

　　①：事業採択後３年間が経過した時点で未着工の事業
　　②：事業採択後５年間が経過した時点で継続中の事業

横浜港のコンテナ物流機能向
上や並行する一般道の交通
負荷軽減、さらにリダンダン
シー確保による災害時の経済
活動維持のため、本事業の
必要性及び重要性は高く、引
き続き事業継続が妥当と考え
る。



【日野バイパス（延伸）】
・用地取得率は約99％（R7.3末）
・用地取得、改良工事を推進中。
・原材料費やエネルギーコストが高騰。
・材料単価・労務費の上昇（約11億円）、バリアフ
リー対策及び地下排水溝の追加（約4億円）によ
る事業費増加（約15億円）。

【日野バイパス（延伸）Ⅱ期】
・用地取得率は、約36％（R7.3末）
・用地取得を推進中。
・今後の進捗に応じて材料単価・労務費上昇の影
響を精査。

【八王子南バイパス】
・用地取得率は約98％（R7.3末）
・平成22年7月に4工区（L=2.6km）が完成4車線で
開通済。
・3工区（L=2.5km）のトンネル工事等を推進中。
・原材料やエネルギーコストが高騰。
・材料単価・労務費の上昇等（約75億円）、現場条
件の変更（約40億円）による事業費増加
（約115億円）。

（１）（２）（３）一般国道20号
日野バイパス（延伸）・日野バイパス（延伸）Ⅱ期・八王子南バイパス

開 通 区 間
暫 定 区 間
事業中区間

凡 例
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H22.7 開通
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(H27.3)
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39,900台/日

A-A

B-B

C-C

D-D
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坂
下
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一体評価区間

至 相模原

至 さいたま

B-B

（単位：ｍ）

位置図

国道20号
日野バイパス（延伸）

国道20号
日野バイパス（延伸）Ⅱ期

国道20号
八王子南バイパス

計画交通量（台/日）

主要渋滞箇所

信号交差点

３工区
延長2.5km

２工区
延長2.5km
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延長2.6km

【日野バイパス（延伸）】 【日野バイパス（延伸）Ⅱ期】 【八王子南バイパス】
現道（国道20号）の渋滞緩和・安全性向上、新たなまちづくりの支援、圏央道へのアクセス向上、救急医療施設への速達性の向上

1.  目  的

自）東京都日野市川辺堀之内

至）東京都日野市西平山三丁目
3.8㎞・28.0～48.0m・4車線
28,400～39,900台/日
平成17年度（2005年度）
（前回）約340億円
（今回）約355億円※

※電線共同溝を除いた全体事業費は約311億円

自）東京都日野市西平山三丁目

至）東京都八王子市北野町
1.5㎞・28.0～60.0m・4車線
25,400～37,500台/日
平成29年度（2017年度）
（前回）約300億円
（今回）約300億円※

※電線共同溝を除いた全体事業費は約291億円

ひ の か わ べ ほ り の う ち

はちおうじ きたのまち ひの   にしひらやま

ひの   にしひらやま

区 間

計画延長・幅員等
計 画 交 通 量
事 業 化
全 体 事 業 費

【日野バイパス（延伸）】【日野バイパス（延伸）Ⅱ期】

自）東京都八王子市北野町

至）東京都八王子市南浅川町
9.6㎞・22.0～40.0m・4車線
20,700～41,400台/日
平成9年度（1997年度）
（前回）約2,142億円
（今回）約2,257億円※

※電線共同溝を除いた全体事業費は約2,207億円

はちおうじ   きたのまち

はちおうじ みなみあさかわまち

【八王子南バイパス】

：

：
：
：
：

２.  事業概要

３.  概要図 ４.  事業の進捗状況等

標準横断図

A-A断面
28.0
1.58.0 8.0 5.25

40.0
1.51.0 1.07.0 7.06.25 6.255.0 5.0

B-B断面

40.0
2.07.5 7.5

5.0 5.05.5
10.5 10.5

5.5

C-C断面D-D断面
22.0

7.5 7.5

1.05.5 5.5
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（１）（２）（３）一般国道20号
日野バイパス（延伸）・日野バイパス（延伸）Ⅱ期・八王子南バイパス

5
2

1

4 6

3

87
9

事業費変更の内容①【日野バイパス（延伸）・八王子南バイパス】

■材料単価・労務費の上昇に伴う増加等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約86億円増額
（日野バイパス（延伸）：約11億円、八王子南バイパス：約75億円）
・原材料費やエネルギーコストの高騰等に伴い、令和4年度に比べて材料単価・労
務費が上昇。
・今後も上昇が継続する場合、さらなる費用増加の可能性がある。

事業費変更の内容②【八王子南バイパス】

■現場条件の変更（館第二トンネル） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約27億円増額
・当初想定していた硬岩より強度の大きい頁岩の出土に伴い、
仮設土留め工法や掘削工法などの施工方法を見直し。

● 当初ボーリング調査

● 追加ボーリング調査

館第二トンネル（延長約0.4km）

至

甲
府

医療センター

■地質縦断図

頁岩

盛土・埋土

館第二トンネル（延長約0.4km）

至 

新
宿

至

 

甲
府

追加調査による
頁岩の出土

ローム

風化砂岩・泥岩旧表土

砂岩・泥岩

N 値

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

N 値

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

N 値

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

■平面図

■ブレーカー掘削（当初計画） ■リッパ―掘削（変更後）

■プレボーリング工法（当初計画） ■DHJ工法（変更後）

1 2 3 4 6 7 985 21

至

新
宿

【仮設土留め工法】

【掘削工法】

トンネル計画

風化砂岩

鋼管回転圧入による土留工法

※DHJ工法：硬質地盤に対応可能な

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

R4 R5 R6 R7
0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

R4 R5 R6 R7

■建設資材単価の伸び率
（Ｒ４．４を基準に算出）

出典：月刊建設物価（（一財）建設物価調査会）
※適用：東京都（各年度の4月の単価より算出）

■労務単価の伸び率
（Ｒ４．４を基準に算出）

12m

18m

22m 22m
22m

26m
30m 22m

12m
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道

八王子西IC

国立府中IC八王子IC

20

16

16 16

八王子市

対象箇所

八王子JCT

昭和記念公園

日野市

日野市役所
八王子市役所

至 

甲
府

至 

新
宿

至 さいたま

16

日野市

至 

甲
府

至 

甲
府

多
摩
平
五
丁
目

日
野
市
立
病
院

泉
塚

日
野
跨
線
橋

神
明
二
丁
目

東
平
山
二
丁
目

一
番
橋
北

日野バイパス(延伸)

凡 例

一 般 国 道
一 般 都 道
主な市町道

重点整備地区
生活関連経路

第三次日野市
バリアフリー特定
事業計画（R5.7）で

新たに指定

至 

新
宿

（１）（２）（３）一般国道20号
日野バイパス（延伸）・日野バイパス（延伸）Ⅱ期・八王子南バイパス

■発生土の有効活用・再利用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約3億円縮減
・発生した頁岩を路床材・盛土材等に再利用し、約1億円のコストを縮減。
・当初は、有償での処分を想定していたが、直轄の公園事業と調整がで
き、無償での処分が可能となった。

■館第一トンネルへの
再利用事例

主に頁岩を
再利用

主に残土を
再利用

事業費変更の内容③【八王子南バイパス】

■現場条件の変更（地質対策等） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約13億円増額
・追加地質調査の結果、構造物区間の地盤改良等が追加。

中層混合処理

砕石置換

中層混合処理

砕石置換

擁壁基礎
底面高さ

0 10 20 30 40 50
N値

0.00

6.45

追加調査

0 10 20 30 40 50
N値

当初想定

約6m

N値＜30

事業費変更の内容④【日野バイパス（延伸）】

地盤改良範囲

● 当初ボーリング調査

● 追加ボーリング調査

至 

甲
府 至 

新
宿

追加調査の結果、
支持力不足のため
地盤改良を実施

コスト縮減【八王子南バイパス】

N値≧30

上層路盤

下層路盤

路床

■バリアフリー対策イメージ

点字ブロック

■バリアフリー対策及び地下排水溝の追加・・・・・・・・・・・・・約4億円増額
・日野市ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ特定事業計画による指定により、点字ブロック等を追加。
・電線共同溝の整備後に浸水が確認されたため、地下排水溝を追加。

■排水溝整備イメージ※

※電線共同溝に
関する整備

電線共同溝の浸水状況

■昭和記念公園への有効活用

館第二トンネル 館第一トンネル

硬質な頁岩が発生
至 

新
宿

至 

甲
府

発生した
残土、頁岩

地下排水溝整備

バリアフリー対策実施エリア

L=2.8km
（上下線合計）

開 通 区 間
暫 定 区 間
事業中区間

凡 例

高速道路
一般国道
主 道 路

残土受入地
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【日野バイパス（延伸）】 【日野バイパス（延伸）Ⅱ期】 【八王子南バイパス】

・事業継続とする。
・本事業は、現道（国道20号）の渋滞緩和・安全性向上、新たなまちづくりの支援、圏央道へのアクセス向上、救急医療施設への速達性の向上の観点か
ら、事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが妥当と考える。

評価区間

事業全体（前回） 事業全体（今回） 残事業（今回）

Ｂ／Ｃ 総費用
（億円）

総便益
（億円） Ｂ／Ｃ 総費用

（億円）
総便益
（億円） Ｂ／Ｃ 総費用

（億円）
総便益
（億円）

一体

【日野BP（延伸）】

【日野BP（延伸）Ⅱ期】

【八王子南BP】

1.1

(1.3）

（2.0）

(0.97）

3,195

(459）

(234）

(2,501）

3,440

(601）

(471）

(2,414）

1.2

(1.5)

(2.5)

(1.02)

3,693

(499)

(241)

(2,954)

4,427

(750)

(591)

(3,013)

4.7

(17.1)

(2.8)

(4.4)

842

(44)

(212)

(587)

3,988

(750)

(591)

(2,569)

【参考】事業全体 【参考】残事業

Ｂ／Ｃ
（2%）

Ｂ／Ｃ
（1%）

Ｂ／Ｃ
（2%）

Ｂ／Ｃ
（1%）

2.0

(2.6)

(3.8)

(1.7)

2.8

(3.7)

(5.0)

(2.3)

7.1

(20.3)

(4.3)

(6.6)

8.9

(21.9)

(5.5)

(8.4)

（１）（２）（３）一般国道20号
日野バイパス（延伸）・日野バイパス（延伸）Ⅱ期・八王子南バイパス

【日野バイパス（延伸）】 【日野バイパス（延伸）Ⅱ期】 【八王子南バイパス】
・当該事業の整備により、現道（国道20号）の渋滞緩和・安全性向上、ネットワークの形成による地域活性化、発災時の代替路確保、救急医療施設への
速達性向上等の効果が期待される。

５.  事業の効果等

７.  対応方針（原案）

６.  事業の投資効率性

注１）費用便益分析の費用には、電線共同溝の工事費は含まない。
       電線共同溝の工事費

日野バイパス（延伸） ：約44億円
日野バイパス（延伸）Ⅱ期 ：約9億円
八王子南バイパス  ：約50億円

算出マニュアル ：（前回） R4.2 （今回） R7.8
基礎データ ：（前回） H27ｾﾝｻｽ （今回） H27ｾﾝｻｽ

B/C 算定上設定した完成年度
   日野バイパス（延伸）  （前回）R14（2032） （今回） R14（2032）
 日野バイパス（延伸）Ⅱ期 （前回）R14（2032） （今回） R14（2032）  
   八王子南バイパス   （前回）R14（2032） （今回） R14（2032） 
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【参考】広域ネットワークでの費用便益分析

日野市

至 

甲
府

20

16

八王子市

ひ

の

か
わ
べ
ほ
り
の
う
ち

日
野
市
川
辺
堀
之
内

国道20号八王子南バイパス～日野バイパス（延伸） 延長14.9km

至 

新
宿

八王子市役所

は
ち
お
う
じ

み
な
み
あ
さ
か
わ
ま
ち

八
王
子
市
南
浅
川
町 20

16

国立府中IC

八王子IC

八王子JCT

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

高尾山IC
多摩市

日野市役所

至 

甲
府

至 

新
宿

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象

八王子西IC

評価区間
事業中区間
延長 9.5㎞

八王子南バイパス

事業中区間
延長 1.5㎞

日野バイパス(延伸)Ⅱ期

事業中区間
延長 3.8㎞

日野バイパス(延伸)
B/C ＥＩＲＲ

一体評価区間
（事業全体）

〇 〇 〇 1.2 4.6%

一体評価区間
（残事業）

〇 〇 〇 4.7 16.5%

開 通 区 間
暫 定 区 間
事業中区間

凡 例

高 速 道 路
一 般 国 道
主要地方道
一 般 都 道
主な市町道

市役所

至 相模原市

至 さいたま

４工区
延長2.6km

３工区
延長2.5km

２工区
延長2.5km

１工区
延長2.0km

H22年7月供用
延長2.6km(4/4)

H27年3月供用
延長0.3km

(2/4)

は
ち
お
う
じ   

き
た
の
ま
ち

八
王
子
市
北
野
町

は
ち
お
う
じ

    

た
て
ま
ち

八
王
子
市
館
町

（１）（２）（３）一般国道20号
日野バイパス（延伸）・日野バイパス（延伸）Ⅱ期・八王子南バイパス
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8

25

8

02

富山県

岐阜県

長野県

群馬県

山梨県

静岡県

新潟県

147

19

158

153

20

141

19

18

25
【再評価対象区間】
一般国道20号
下諏訪岡谷バイパス・
諏訪バイパス・
坂室バイパス

【下諏訪岡谷バイパス】
                                    す   わ           しも   す    わ         ひがしまち

自）長野県諏訪郡下諏訪町東町
                                  おか  や          いま   い

至）長野県岡谷市今井
6.3㎞ ・ 16.0～25.0m ・ 2～4車線
11,000～18,400台/日
平成4年度（1992年度）
（前回)約558億円
（今回)約569億円

【坂室バイパス】
                                    ち   の          かな ざわ

自）長野県茅野市金沢
                                   ち    の          みや がわ

至）長野県茅野市宮川
3.7㎞ ・ 25.0m ・ 4車線
17,100～36,200台/日
平成10年度（1998年度）
（前回)約241億円
（今回)約244億円※

※電線共同溝を除いた全体事業費は約234億円

【諏訪バイパス】
  す  わ           かみ   す  わ

自）長野県諏訪市上諏訪                     
          す    わ           しも   す    わ         ひがしまち

至）長野県諏訪郡下諏訪町東町
5.6㎞ ・ 20.0m ・ 4車線
9,200～11,200台/日
令和5年度（2023年度）
（前回)約900億円
（今回)約900億円

（４） （５） （６） 一般国道２０号 
下諏訪岡谷バイパス・諏訪バイパス・坂室バイパス   

【下諏訪岡谷バイパス】 【諏訪バイパス】 【坂室バイパス】
交通渋滞の緩和、交通安全の確保、沿道環境の改善、自然災害に強い道路網の形成

1.  目  的

3.50 1.00 7.00 2.00

25.00

7.00 1.00 3.50

下諏訪岡谷
バイパス

坂室
バイパス

（単位：ｍ）

土工部

２.  事業概要

区     間   ：

計画延長・幅員等    ：
計  画  交  通  量   ：
事   業   化   ：
全  体  事  業  費   ：

３.  概要図

位 置 図

標準横断図

凡  例

開 通 区 間
事 業 中 区 間
暫定開通区間
調 査 中 区 間

高 速 道 路
国 道
主要地方道
県 道

４.  事業の進捗状況等
【下諏訪岡谷バイパス】
・用地取得率は約96％（R7.3末）。
・平成16年3月に、2工区（2.9km）を暫定2車線で開
通済。
・平成29年10月に、3工区（0.8km）を完成2車線で
開通済。
・用地取得、改良工、橋梁下部工を推進中。
・原材料費やエネルギーコストが高騰。
・仮設工の追加(約6億円) 、材料単価・労務費の
上昇等(約5億円)による事業費増加（約11億円）。

【諏訪バイパス】 
・諏訪IC関連の3.1kmは、平成8年7月までに暫定2
車線で開通済。
・令和5年度に下諏訪岡谷バイパス側の5.6kmが
事業化。
・断層破砕帯等、地質の状況が複雑であるため、
設計にあたり詳細な地質調査を実施中。
・今後の進捗に応じて材料単価・労務費上昇の影
響を精査。

【坂室バイパス】
・用地取得率は約98％（R7.3末）。
・平成23年度に、全線を暫定2車線で開通済。
・拡幅区間の用地取得を推進中。
・原材料費やエネルギーコストが高騰。
・材料単価・労務費の上昇による事業費増加

(約3億円)。

土工部
諏訪

バイパス

2.00

25.00

7.00 7.00 1.501.503.00 3.003.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.003.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.003.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.003.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.00

トンネル部

299

152
20

142

20

岡谷市

下諏訪町

諏訪市

茅野市

諏訪湖

岡谷JCT

岡谷IC

諏訪IC

至 名古屋

至 

甲
府

至 

塩
尻

18,400台/日
17,100台/日

36,200台/日

バイパス区間

延長3.0km

坂室バイパス延長3.7km

再評価対象区間

拡幅区間

延長0.7ｋｍ

ち   

の  
 

か
な
ざ
わ

茅
野
市
金
沢

再評価対象区間 延長5.4km

3工区

延長0.8km

お 

か 

や        

い 

ま 

い

岡
谷
市
今
井 下諏訪岡谷バイパス 延長6.3km

1工区

延長1.7km

一体評価区間

諏訪バイパス延長13.4km

国道20号 坂室バイパス～下諏訪岡谷バイパス 延長22.5km

2工区

延長2.9km
ち

の

        

み
や
が
わ

茅
野
市
宮
川

し
も
す
わ        

ひ
が
し
ま
ち

下
諏
訪
町
東
町

調査中区間

延長4.7km

再評価対象区間

延長5.6km

諏訪湖スマートIC

※R7.7.27 開通

11,000台/日

9,200台/日 11,200台/日

 

す  

わ         

か
み   

す   

わ

諏
訪
市
上
諏
訪

諏訪ＩＣ関連

延長3.1km

3.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.00
3.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.003.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.003.50

0.75 2.00

0.75 3.500.50 0.50 3.50 3.500.50 0.50

10.75

10.00

8.008.00

9.50

3.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.003.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.00
3.00 1.50 7.00 2.00

25.00

7.00 1.50 3.00
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（４） （５） （６） 一般国道２０号 
下諏訪岡谷バイパス・諏訪バイパス・坂室バイパス   
事業費変更の内容①【下諏訪岡谷・坂室バイパス】

材料単価・労務費の上昇に伴う増加等・・・・・・・・約8億円増額
(下諏訪岡谷バイパス：約5億円、坂室バイパス：約3億円）
・原材料費やエネルギーコストの高騰等に伴い、令和5年度に比べて
材料単価・労務費が上昇。

事業費変更の内容②【下諏訪岡谷バイパス】

■建設資材単価の伸び率
（R5.4を基準に算出）

■労務単価の伸び率
（R5.4を基準に算出）

1.11

1.08

1.10
1.10

1.00

1.05

1.10

1.15

R5 R6 R7

交通誘導員A 法面工

普通作業員 鉄筋工
出典：（一財）経済調査会・（一財）建設物価調査会による材料費 ※適用：長野県 出典：公共労務費単価 ※適用：長野県

変更施工機械
(リーダレス型基礎機械)

当初施工機械
（90tクローラクレーン）

＜施工機械（イメージ）＞

約
1
4
m

約
2
0
m

1.18

1.11

1.22

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

R5 R6 R7

生コンクリート アスファルト混合物

クラッシャーラン

当初施工機械(90tクローラクレーン)

では送電線との離隔が確保出来ない。

渡河部は径間が長く、
変更施工機械
(リーダレス型基礎機械)

では届かない。

たわみ
(1～2m)

当初 変更

渡河部 渡河部

規定電圧に対する離隔(3m)
規定電圧に対する離隔(3m)

施工機械(90tクローラクレーン)

で送電線との離隔を確保。

中部電力送電線との離隔確保による仮設構造物及び杭橋脚打設本数の追加・・・約6億円増額

・中部電力送電線との離隔は、規定電圧に基づく必要離隔（3m）を確保した施工計画としていたが、協議において、送電線のたわみを考慮した離隔を確
保する必要が判明し、施工機械を小型化した。施工機械の小型化によりアームが短くなり、径間長短縮による杭橋脚打設本数が増加、さらに渡河部で
は、仮桟橋上から直接杭橋脚の打設が出来ず、地上部に重機を下ろし、仮設構造物(仮仮桟橋)を設置し、その上から施工する必要が生じた。

コスト縮減【坂室バイパス】

電線共同溝の管路材の見直し・・・・・・・・・・・・・約０．１億円縮減
・管路材の見直しにより約０．１億円のコストを縮減。
・ECVP管は、これまで使用されてきた管路材（CCVP管）と同様の耐久 
 性や施工性、十分な衝撃性を確保し、経済性に配慮して開発された管
 路材である。

耐衝撃性硬質塩化ビニル管（CCVP管) 硬質塩化ビニル管（ECVP管)

当初計画 変更計画

■低コスト管路材の採用

出典：無電柱化のコスト縮減の手引き（令和6年3月国土交通省道路局） 
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（４） （５） （６） 一般国道２０号 
下諏訪岡谷バイパス・諏訪バイパス・坂室バイパス   

【下諏訪岡谷バイパス】 【諏訪バイパス】 【坂室バイパス】
・３バイパスの開通で、交通渋滞の緩和、交通事故の減少、災害時の代替路として地域分断・孤立の解消、沿線の地域産業のアクセス性
の向上、諏訪地域の観光活性化の支援の効果が期待される。

５.  事業の効果等

６.  事業の投資効率性

評価区間

事業全体（前回） 事業全体（今回） 残事業（今回）

Ｂ／Ｃ 総費用
（億円）

総便益
（億円） Ｂ／Ｃ 総費用

（億円）
総便益
（億円） Ｂ／Ｃ 総費用

（億円）
総便益
（億円）

一体

【下諏訪岡谷BP】

【諏訪BP】

【坂室BP】

2.1

(1.1）

（0.8）

(1.1）

2,831

(844）

(561）

(376）

6,077

(940）

(474）

(403）

2.4

(1.2）

(0.9）

(1.2）

3,132

(963）

(625）

(416）

7,656

(1,123）

(586）

(505）

1.7

（5.6）

（0.9）

（5.7）

1,401

（104）

(622）

(45）

2,383

(579）

(586）

(258）

注１）事業全体（前回）の諏訪バイパスは令和5年度新規事業採択時評価結果
注２）坂室BPの費用便益分析の費用には、電線共同溝の工事費（約10億円）は

含まない。
注３）一体評価のB/Cは、諏訪バイパスの調査中区間及び諏訪IC関連を含めて算出している。

【下諏訪岡谷バイパス】 【諏訪バイパス】 【坂室バイパス】
・事業継続とする。
・本事業は、交通渋滞の緩和、交通安全の確保、沿道環境改善、自然災害に強い道路網の形成の観点から、事業の必要性・重要性は高
く、早期の効果発現を図ることが妥当と考える。

７.  対応方針（原案）

算出マニュアル ：（前回） R4.2 （今回） R7.8
基礎データ ：（前回） H27ｾﾝｻｽ  （今回） H27ｾﾝｻｽ

B/C 算定上設定した完成年度
  下諏訪岡谷バイパス（前回）R16（2034） （今回）R16（2034） 諏訪バイパス（前回）R19（2037） （今回）R19（2037）
  坂室バイパス   （前回）R14（2032） （今回）R14（2032） 

【参考】事業全体 【参考】残事業

Ｂ／Ｃ
（2%）

Ｂ／Ｃ
（1%）

Ｂ／Ｃ
（2%）

Ｂ／Ｃ
（1%）

3.1

（2.0）

（1.5）

（2.0）

3.6

（2.8）

（1.9）

（2.7）

2.6

（8.1）

（1.5）

（7.6）

3.2

（9.8）

（1.9）

（8.9）

精査中
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299

152
20

142

20

バイパス区間

延長3.0km

国道20号 坂室バイパス 延長3.7km

再評価対象区間

拡幅区間

延長0.7km

再評価対象区間 延長5.4km

3工区

延長0.8km

国道20号 下諏訪岡谷バイパス 延長6.3km

1工区

延長1.7km

岡谷市

下諏訪町

諏訪市

茅野市

諏訪湖

中央自動車道

岡谷JCT

岡谷IC

諏訪IC

至 名古屋

至 

甲
府

至 

塩
尻

一体評価区間

国道20号 諏訪バイパス 延長13.4km

諏訪ＩＣ関連

延長3.1km

国道20号 坂室バイパス～下諏訪岡谷バイパス 延長22.5km

2工区

延長2.9km  

ち

の

    

み
や
が
わ

茅
野
市
宮
川

し
も
す
わ

 

ひ
が
し
ま
ち

下
諏
訪
町
東
町

調査中区間

延長4.7km

ち   

の       

か
な
ざ
わ

茅
野
市
金
沢

お 

か 

や      

い 

ま 

い

岡
谷
市
今
井

再評価
対象区間

延長5.6km

諏訪湖スマートIC
※R7.7.27 開通

す  

わ          

か
み
す
わ

諏
訪
市
上
諏
訪

事業中区間
延長5.4km

下諏訪岡谷BP

延長13.4km

諏訪BP 事業中区間
延長3.7km
坂室BP

B/C EIRR
事業中区間
延長5.6km

調査中区間
延長4.7km

諏訪ＩＣ関連
延長3.1km

一体評価区間
(事業全体)

〇 〇 〇 〇 〇 2.4 30.7％

一体評価区間
(残事業)

〇 〇 〇 〇 〇 1.7 7.1％

高 速 道 路
国 道
主要地方道
県 道

凡例

開 通 区 間
事業中区間

暫定開通区間
調 査 中 区 間

（４） （５） （６） 一般国道２０号 
下諏訪岡谷バイパス・諏訪バイパス・坂室バイパス   
【参考】広域ネットワークでの費用便益分析

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
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山下ふ頭

（７）横浜港 南本牧～山下ふ頭地区臨港道路整備事業

２．事業概要

１．目 的
①ふ頭間を結ぶことによる円滑なコンテナ物流の実現

②コンテナターミナルの機能強化

③一般道路の混雑緩和 ④事故・災害時のリダンダンシー確保

６．概要図

３.事業の進捗状況等

事業進捗率：38.6％（事業費ベース、令和６年度末）

・平成21年度にⅠ期区間・Ⅱ期区間が新規事業化。
・Ⅰ期区間は平成29年3月から供用開始。
・Ⅱ期区間は予備設計まで実施済み。

７．対応方針（原案）

・事業継続とする
・横浜港のコンテナ物流機能向上や並行する一般道の交通負荷軽減、

さらにリダンダンシー確保による災害時の経済活動維持のため、本
事業の必要性及び重要性は高く、引き続き事業継続が妥当と考え
る。

整備区間
延長
幅員
道路区分、設計速度
事業化
全体事業費
計画交通量

：横浜港南本牧ふ頭～山下ふ頭
：全長7.0km
：7.7m～18.2m
：第4種1級［2～4車線］、60km/h
：平成21年度
：1,576億円 （前回：1,576億円）
：13,500～41,300台/日

４.事業の効果等

・ふ頭間の物流機能の円滑化
・高速道路との直結によるコンテナターミナルの機能強化
・一般道路の交通混雑の緩和 ・リダンダンシーの確保

Ⅰ期区間開通後の利用状況
５．事業の投資効率性

【事業全体】 （前回）       （今回）
総便益Ｂ ： 2,054億円  2,598億円
総費用Ｃ ： 1,569億円  1,994億円
Ｂ/Ｃ ： 1.3    1.3

1.8(2%)
2.1(1%)

【残事業】
  Ｂ ：1,973億円

Ｃ ：  846億円
Ｂ/Ｃ： 2.3

3.1(2%)
3.6(1%)※総便益及び総費用は割引後の値

横浜港

【位置図】

凡 例
臨港道路本線(整備済)
臨港道路本線(未整備)
接続ランプ
首都高速道路

首
都
高
速
湾
岸
線
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（７）横浜港 南本牧～山下ふ頭地区臨港道路整備事業

Ⅱ期の状況

 ・山下ふ頭の再開発においてはカジノを含む統合型リゾート（IR）の候補となっていたが、令和３年に撤回された。

 ・新たな事業計画の策定に向けて、横浜市は令和３年１２月から市民意見募集等、令和５年８月から学識者等で構成する再開発検討

委員会を開催し、山下ふ頭再開発の方向性について答申がとりまとめられた。これらの取り組みを踏まえて、令和７年６月に横浜市か

ら「答申を踏まえた基本的な方向性」が示された。現在、市民意見を伺う取り組みとして、市民検討会や事業者へのサウンディング調査

を実施している状況であり、これらを踏まえて新たな事業計画の策定後、令和８年度頃の事業化を予定している。そのため、現時点で

は山下ふ頭における具体的な整備計画やレイアウトが未定である。

 ・国においては、港湾計画で位置付けられている線形を基に予備設計までは実施しているところ。ただし、山下ふ頭における事業計画

の内容によっては、全体線形や構造に影響を及ぼす可能性がある。よって、大きな手戻りを防止するため、山下ふ頭における事業計画

の確定後から基本設計以降の検討を適切な時期に実施する。
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